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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数個ある問合せ画像の入力に対し類似した画像を検索する類似画像検索装置であって
、
　予め検索画像が蓄積された画像データベースにおける対象画像からその特徴量を抽出す
る対象画像特徴量抽出手段と、
　前記対象画像特徴量抽出手段で抽出された画像特徴量を用いて画像特徴量が類似した画
像同士を同じクラスタに分けるクラスタリングを行い、クラスタ毎に、該クラスタ内の画
像特徴量の平均ベクトルをインデクスとして生成する対象インデクス生成手段と、
　ユーザが設定入力した複数の問合せ画像から各画像の画像特徴量を抽出する問合せ画像
特徴量抽出手段と、
　前記問合せ画像特徴量抽出手段で抽出された画像特徴量を用いて画像特徴量が類似した
画像同士を同じクラスタに分けるクラスタリングを行い、クラスタ毎に、該クラスタ内の
画像特徴量の平均ベクトルをインデクスとして生成する問合せインデクス生成手段と、
　それぞれの前記クラスタを単位として、前記対象インデクスと前記問合せインデクスと
の間の類似度を計算し、当該類似度が予め設定されたインデクス類似度閾値を越えたとき
に、前記対象画像と問合せ画像の間の類似度を計算し、予め設定された画像類似度閾値を
判定して類似画像を検索する類似画像検索手段と、
　前記類似画像検索手段によって得られた結果を出力する検索結果出力手段と
を有することを特徴とする類似画像検索装置。
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【請求項２】
　前記対象インデクス生成手段あるいは問合せインデクス生成手段は、インデクスを階層
的に生成することを特徴とする請求項１に記載の類似画像検索装置。
【請求項３】
　複数個ある問合せ画像の入力に対し類似した画像を検索する類似画像検索方法であって
、
　予め検索画像が蓄積された画像データベースにおける対象画像からその特徴量を抽出す
る対象画像特徴量抽出ステップと、
　前記対象画像特徴量抽出ステップで抽出された画像特徴量を用いて画像特徴量が類似し
た画像同士を同じクラスタに分けるクラスタリングを行い、クラスタ毎に、該クラスタ内
の画像特徴量の平均ベクトルをインデクスとして生成する対象インデクス生成ステップと
、
　ユーザが設定入力した複数の問合せ画像から各画像の画像特徴量を抽出する問合せ画像
特徴量抽出ステップと、
　前記問合せ画像特徴量抽出ステップで抽出された画像特徴量を用いて画像特徴量が類似
した画像同士を同じクラスタに分けるクラスタリングを行い、クラスタ毎に、該クラスタ
内の画像特徴量の平均ベクトルをインデクスとして生成する問合せインデクス生成ステッ
プと、
　それぞれの前記クラスタを単位として、前記対象インデクスと前記問合せインデクスと
の間の類似度を計算し、当該類似度が予め設定されたインデクス類似度閾値を越えたとき
に、前記対象画像と問合せ画像の間の類似度を計算し、予め設定された画像類似度閾値を
判定して類似画像を検索する類似画像検索ステップと、
　前記類似画像検索ステップによって得られた結果を出力する検索結果出力ステップと
を有することを特徴とする類似画像検索方法。
【請求項４】
　複数個ある問合せ画像の入力に対し類似した画像を検索する類似画像検索プログラムで
あって、
　コンピュータに、
　予め検索画像が蓄積された画像データベースにおける対象画像からその特徴量を抽出す
る対象画像特徴量抽出ステップと、
　前記対象画像特徴量抽出ステップで抽出された画像特徴量を用いて画像特徴量が類似し
た画像同士を同じクラスタに分けるクラスタリングを行い、クラスタ毎に、該クラスタ内
の画像特徴量の平均ベクトルをインデクスとして生成する対象インデクス生成ステップと
、
　ユーザが設定入力した複数の問合せ画像から各画像の画像特徴量を抽出する問合せ画像
特徴量抽出ステップと、
　前記問合せ画像特徴量抽出ステップで抽出された画像特徴量を用いて画像特徴量が類似
した画像同士を同じクラスタに分けるクラスタリングを行い、クラスタ毎に、該クラスタ
内の画像特徴量の平均ベクトルをインデクスとして生成する問合せインデクス生成ステッ
プと、
　それぞれの前記クラスタを単位として、前記対象インデクスと前記問合せインデクスと
の間の類似度を計算し、当該類似度が予め設定されたインデクス類似度閾値を越えたとき
に、前記対象画像と問合せ画像の間の類似度を計算し、予め設定された画像類似度閾値を
判定して類似画像を検索する類似画像検索ステップと、
　前記類似画像検索ステップによって得られた結果を出力する検索結果出力ステップと
を実行させる類似画像検索プログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、問合せ画像が複数入力された場合に、それぞれの問合せ画像に対してデータベ
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ースにある検索対象画像の中から類似した画像を検索する類似画像検索の技術分野に関す
る。
具体的には、人気アイドルの写真やキャラクタ、あるいは企業ロゴ等の著作権を有するオ
リジナル画像が、インターネット上で他の画像と合成された模倣画像として掲載されるな
どの不正利用を防止するため、インターネット上に存在する画像の中からオリジナル画像
と類似した画像を検索し、不正利用されている画像の候補を検出することを目的とする。
また、複数のクライアントからの問合せ画像が同時に検索要求として生じた場合に、サー
バ側でそれら複数の問合せ画像の類似画像検索を実施するケースなど、サーバクライアン
ト方式における類似画像検索の分野に適用される。
【０００２】
【従来の技術】
問合せ画像に対して検索対象画像の中から類似した画像を検索する類似画像検索技術は数
多く開示されている（例えば、特許文献１）。これら従来の手法は、単一の問合せ画像に
対して類似した画像を検索する場合には有効な技術ではあるが、複数の問合せ画像に対し
てそれぞれの類似画像を検索するには、問合せ画像ごとに独立して類似画像検索を繰り返
し行う必要があり、検索時間が多大にかかって対費用効果が著しく悪くなる。
【０００３】
このように複数の問合せ画像が存在し、それぞれの問合せ画像に対して類似画像検索を実
施する場合に、問合せごとに独立に繰り返し実行するのではなく、他の問合せ画像の検索
結果も流用する等を行い全体の検索を効率化する方法は提案されていない。
【０００４】
【特許文献１】
特開２０００－２９８８５号公報（第２～３頁）
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
上記したように、単一の問合せ画像に対して類似画像検索を行う従来技術を用いて、複数
の問合せ画像に対してそれぞれの類似画像を検索するには、問合せ画像ごとに独立して類
似画像検索を繰り返し行う必要があり、そのため、検索に必要な時間は問合せ画像の個数
にほぼ比例した時間を要し、問合せ画像数が多くなると実行に長大な時間を要するという
問題が生じていた。
【０００６】
そこで、本発明は、複数の問合せ画像に対してインデクスを作成し、この問合せ画像のイ
ンデクスを利用して、複数の問合せ画像に対する類似画像検索を高速化、かつ効率化する
ことを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　第一の発明は、複数個ある問合せ画像の入力に対し類似した画像を検索する類似画像検
索装置であって、予め検索画像が蓄積された画像データベースにおける対象画像からその
特徴量を抽出する対象画像特徴量抽出手段と、前記対象画像特徴量抽出手段で抽出された
画像特徴量を用いて画像特徴量が類似した画像同士を同じクラスタに分けるクラスタリン
グを行い、クラスタ毎に、該クラスタ内の画像特徴量の平均ベクトルをインデクスとして
生成する対象インデクス生成手段と、ユーザが設定入力した複数の問合せ画像から各画像
の画像特徴量を抽出する問合せ画像特徴量抽出手段と、前記問合せ画像特徴量抽出手段で
抽出された画像特徴量を用いて画像特徴量が類似した画像同士を同じクラスタに分けるク
ラスタリングを行い、クラスタ毎に、該クラスタ内の画像特徴量の平均ベクトルをインデ
クスとして生成する問合せインデクス生成手段と、それぞれの前記クラスタを単位として
、前記対象インデクスと前記問合せインデクスとの間の類似度を計算し、当該類似度が予
め設定されたインデクス類似度閾値を越えたときに、前記対象画像と問合せ画像の間の類
似度を計算し、予め設定された画像類似度閾値を判定して類似画像を検索する類似画像検
索手段と、前記類似画像検索手段によって得られた結果を出力する検索結果出力手段とを
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有することを特徴とする類似画像検索装置に関する。
【０００８】
すなわち、第一の発明によれば、上記構成をとることにより、ユーザの問合せ画像になる
複数の画像が、画像特徴量で関連付けられるインデクスを用いて類似画像検索が実行され
るため、画像同士を比較して検索する場合に対し、検索対象の画像数を大きく減少させる
ことができ、結果的に、検索に要する時間が短縮され、対費用効果が著しく改善されるこ
ととなる。
【０００９】
　また、前記類似画像検索手段は，前記問合せ画像のインデクスと対象画像のインデクス
の類似度を計算することによって類似画像の探索範囲を限定することを特徴とする。すな
わち、問合せインデクスと対象インデクス同士を比較し、その類似度を計算することによ
り、探索範囲を限定することができる。結果的に、画像同士を直接比較する回数を低減さ
せることになり、より高速な類似画像検索を実現することが可能となる。
【００１０】
　第二の発明は、前記対象インデクス生成手段あるいは前記問合せインデクス生成手段は
、インデクスを階層的に生成することを特徴とする上記第一の発明に記載の類似画像検索
装置に関する。
　すなわち、第二の発明によれば、前記対象インデクス生成手段あるいは前記問合せイン
デクス生成手段が、インデクスを階層的に生成する。
　この構成によって、検索対象画像に対するインデクスあるいは問い合わせ画像に対する
インデクスが階層的に生成され、このような階層的インデクスを使用することによって、
対数オーダで探索領域を低減させることが可能となり、より高速な類似画像検索が実現さ
れる。
【００１１】
以上、本発明では、複数の問合せ画像から検索を高速化するために必要なインデクスを生
成し、検索対象画像から検索を高速化するために必要なインデクスを生成しておき、類似
画像検索において、それらのインデクスを利用することにより、類似画像検索時の類似度
計算の実行回数が大幅に削減される。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、図面にもとづいて本発明の実施形態を説明する。
図１は、本発明の実施の形態になる基本システム構成を示す。本発明の類似画像検索シス
テムは、外部記憶装置として画像データベース２および内部メモリに一時的にバッファと
して記憶させる問合せ画像データベース２’を備えた検索装置１とユーザ端末３とがイン
ターネット４を介して接続される構成とし、ユーザからの種々の問合せ画像に関する類似
検索を行うものである。
【００１３】
また、検索装置１は、予め大量の検索画像が蓄えられた画像データベース２から対象画像
の特徴量を抽出する対象画像特徴量抽出手段１１、その対象画像の特徴量を用いて対象イ
ンデクスを生成する対象インデクス生成手段１２、ユーザによる問合せ画像の入力を受け
て該問合せ画像の特徴量を抽出する問合せ画像特徴量抽出手段１３、その問合せ画像の特
徴量を用いて問合せインデクスを生成する問合せインデクス生成手段１４、ユーザからの
問合せ画像に対する類似の画像を画像データベース２の中から検索する類似画像検索手段
１５、およびその検索された結果を出力する検索結果出力手段１６で構成される。
【００１４】
さらに、画像データベース２には、インターネットなどから予め収集された検索対象とな
る対象画像、対象画像特徴量抽出手段１１によって抽出された対象画像の画像特徴量、お
よび対象インデクス生成手段１２によって生成された対象インデクスが格納されている。
また、問合せ画像データベース２’には、ユーザからの問合せ画像、問合せ画像特徴量抽
出手段１３によって抽出された画像特徴量、および問合せインデクス生成手段１４によっ
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て生成された問合せ画像が一時的に内部メモリに格納される。
【００１５】
ここで、検索装置１は、コンピュータであり、予め内蔵されたプログラムがコンピュータ
上で実行され、対象画像特徴量抽出手段１１、対象インデクス生成手段１２、問合せ画像
特徴量抽出手段１３、問合せインデクス生成手段１４、類似画像検索手段１５、および検
索結果出力手段１６の各手段が実現される。なお、当該プログラムは、フロッピーディス
ク、コンパクトディスク、ＣＤ－ＲＯＭ等のコンピュータ読取可能な記録媒体に記録され
、図には示していないが、内蔵あるいは、外部接続された媒体読取装置にセットしインス
トールすることによって実行可能な状態としてもよい。
【００１６】
つぎに、本発明の検索装置１において類似画像検索を実施するための各手段について、図
２～６を用いて以下に詳述する。
＜対象画像特徴量抽出手段１１＞
対象画像特徴量抽出手段１１では、まず、類似画像検索に用いる検索対象の画像を選び、
各画像から色特徴（色相、明度、彩度）、形状、サイズ等予め決められた画像特徴量を抽
出する。検索対象とする画像は基本的に複数個であり、あるコンピュータ内に保存された
画像ファイル、イントラネットやインターネットから収集した画像ファイルなどを検索対
象画像とすることができる。
【００１７】
例えば、画像特徴量としては、色ヒストグラムなどが適用される。色ヒストグラムは、Ｒ
ＧＢ（赤、緑、青）などで表現される色空間を適当な範囲で区切ってできた色空間の各部
分空間内に属する画素の個数をカウントした値をベクトル形式で表現したものである。
＜対象インデクス生成手段１２＞
対象インデクス生成手段１２では、対象画像特徴量抽出手段１１で抽出された対象画像の
画像特徴量を用いて検索対象画像のインデクスを作成する。
【００１８】
インデクスを作成する方法としては、例えば、画像特徴量が類似した画像同士を同じクラ
スタに分けるクラスタリングを行い、各クラスタの代表値、例えば、クラスタ内の画像特
徴量の平均ベクトルをインデクスとして保持する方法がある。クラスタリングとは、与え
られたデータをある評価基準に従い複数のグループ（クラスタ）に分類することであり、
そのクラスタリングの代表的な手法としては、Ｋ－ｍｅａｎｓ法などが存在する。
【００１９】
そのアルゴリズムは、以下の通りである。
１）Ｋ個の初期クラスタ中心を適当に決定。
２）全ての画像を最も近いクラスタ中心のクラスタに分類。
３）新規にできたクラスタの重心をクラスタ中心に設定。
４）新たなクラスタ中心がすべて以前と同じであれば終了、そうでなければ２）へ戻る。
【００２０】
また、上記Ｋ－ｍｅａｎｓ法以外にも、階層的インデクス、多次元インデクス、およびジ
ャンル別インデクスなどのインデクスを生成してクラスタリングを行う方法が考えられる
。
階層的インデクスによる方法は、上記Ｋ－ｍｅａｎｓ法で得られたインデクス生成の結果
を踏まえて、さらに何段階かクラスタリングを繰り返すことによって階層的なインデクス
構造を形成し、より高速な類似画像検索を可能とする。
【００２１】
また、多次元インデクスによる方法は、類似度を単語、数値等のスカラー値で比較する一
次元の手法に対し、ＢＧＲ（青、緑、赤）による色表現、あるいはＨＳＩ（色相、彩度、
光度）の色特徴を軸とする色ヒストグラムなどの多次元によるインデクスを生成すること
で、より精度の高い、高速な類似画像検索を可能とする。
【００２２】
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さらに、ジャンル別インデクスによる方法は、「タレント」、「財界人」、「企業ロゴ」
、「広告」等のジャンル別のインデクスを設ける方法であり、とくに、複数存在するイン
ターネット上のデータベースからの収集を行う場合に有効で、効率的な類似画像検索を可
能とする。
＜問合せ画像特徴量抽出手段１３＞
問合せ画像特徴量抽出手段１３では、ユーザからの入力を受けて複数の問合せ画像を設定
し、類似画像検索に用いる各画像の特徴量を抽出する。後段の処理により、問合せ画像と
して設定された画像と特徴量の類似した画像が検索対象画像の中から検索されて出力され
る。設定された各問合せ画像に対して類似画像の検索結果がそれぞれ出力されることにな
る。
【００２３】
図２に、本発明の実施の形態になる問合せ画像設定の模式図を示す。図中の問合せ画像設
定画面において、下方に表示された「設定」ボタンを押すことにより、表示されている画
像が問合せ画像として設定される。本例では、複数の問合せ画像について、一括して設定
する場合を示しているが、勿論、必要であれば各問合せ画像を個々に設定することも可能
である。
【００２４】
問合せ画像特徴量抽出手段１３では、上記設定された各問合せ画像から予め決められた画
像特徴量を抽出する。画像特徴量としては、色ヒストグラムなどが適用される。
＜問合せインデクス生成手段１４＞
問合せインデクス生成手段１４では、問合せ画像特徴量抽出手段１３で抽出した問合せ画
像の画像特徴量を用いてインデクスを作成する。このインデクスを参照することによって
探索する領域の見当をつけることが可能となり、必要のない領域の探索を省略するため大
幅な効率化となる。
【００２５】
図３は、本発明の実施の形態になる問合せインデクス生成の模式図である。類似した画像
同士を同じクラスタ内に含め、また、類似していない画像同士は異なるクラスタに含めて
、各クラスタごとにインデクスを作成する。
インデクスを作成する方法は、対象インデクス生成手段１２に述べた例と同様である。
＜類似画像検索手段１５＞
類似画像検索手段１５では、問合せ画像と画像特徴量が類似した検索対象画像を検索する
。類似画像検索を行うために、問合せ画像の画像特徴量と検索対象画像の画像特徴量との
間の類似度を計算する必要がある。問合せ画像と検索対象画像のそれぞれに対して類似度
を計算する処理は画像数の増大に伴い、計算コストが増加する。
【００２６】
そこで、本発明では、前記の問合せインデクス生成手段および対象インデクス生成手段に
おいて生成されたインデクスを用いることにより、類似度を計算する回数を低減させるこ
とを可能とした。類似画像検索において、作成された各インデクスを用いることにより、
類似した画像が含まれるクラスタを調べ、クラスタ内の画像との類似度を計算し、類似し
ない画像が含まれるクラスタ内の画像との類似度は計算しないこととする。
【００２７】
以下に、本発明の類似度計算を従来との比較において述べる。
図４は、従来の複数の問合せ画像に対する類似画像検索を示す。本図は、４つの問合せ画
像と６つの検索対象画像の例で示している。インデクスを生成しない従来手法では、それ
ぞれの画像を組み合わせると、類似度を計算する処理は、４ｘ６＝２４回実行する必要が
ある。
【００２８】
これに対し、図５は、本発明の実施の形態になるインデクスを利用した複数問合せ画像に
対する類似画像検索の例を示す。本図では、４つの問合せ画像と６つの検索対象画像を例
としており、問合せ画像は、各々２個の画像からなるクラスタＡ、Ｂで構成され、検索対
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象画像は、各々３個の画像からなるクラスタα、βで構成され、問合せインデクスが２つ
と対象インデクスが２つ生成されている場合を示している。
【００２９】
いま、クラスタＡに属する問合せ画像の検索を実施する場合を考える。
１）クラスタＡのインデクスと２つの対象インデクスとの類似度が計算されていない場合
には、類似度Ｓを計算し、画像データベース２に格納する。もし、他の問合せ画像の探索
時に類似度を計算した場合には、保持された結果を利用することで類似度の計算は不要と
なる。
２）類似度Ｓが条件を満たす場合には、対象インデクスに対応するクラスタを探索領域と
するが、条件を満たさない場合には、対象インデックスに対応するクラスタは探索領域か
ら除外する。
３）探索領域内の検索対象画像と問合せ画像との類似度Ｓを計算する。得られた類似度は
画像データベース２に格納する。
４）類似度Ｓが条件を満たす場合には、検索対象画像を類似画像検索の結果として出力す
る。
【００３０】
このように、問合せインデクスと対象インデクスを用いることにより，問合せ画像と検索
対象画像との全ての組み合わせ( 図４では２４回) に対する類似度を計算する必要がなく
なる。図５の例では、類似計算回数を、例えば、２ｘ２（インデクス同士）＋２ｘ３ｘ２
（画像同士）＝１６回、に削減することが可能となる。
＜検索結果出力手段１６＞
検索結果出力手段１６では，類似画像検索手段で検索した各問合せ画像に対する類似画像
がそれぞれ出力される。
【００３１】
図６は、本発明の実施の形態になる検索結果出力の模式図を示す。図の左側に設定された
複数の問合せ画像が、右側にそれぞれの問合せ画像に対する類似画像検索の検索結果画像
が表示されている。
上記の検索結果出力では、問合せ画像に対する検索結果が終わった段階で、逐次的に類似
結果を出力させる。このことによって、全ての問合せ画像に対する検索結果が得られるま
で待つことなく、検索が終わった順に、問合せ画像の結果を早期に利用することを可能と
する。また、類似画像検索の結果は、データベースに保持しておくことで別の検索への利
用が可能となる。
【００３２】
また、各問合せに対してどの範囲までの類似画像を出力するかを制限する方法としては以
下が挙げられる。
１）各問合せ画像に対して出力する類似画像数を設定しておく。
２）各問合せ画像に対して類似度に閾値を設定しておき、閾値以内の類似画像を出力する
。
３）問合せ画像の全てに対して出力する類似画像の総数を設定しておく。
【００３３】
等の方法が考えられる。
類似画像の出力形式は、各問合せ画像に対して、画像として閲覧可能な形式で表示する方
法や類似画像のファイル名をテキスト形式で出力する方法が考えられる。そして、必要に
応じて各類似画像の類似度を結果として表示することも可能である。
【００３４】
図７は、本発明の実施の形態になる類似度閾値テーブルを示す。図７（ａ）は、インデク
ス類似度閾値テーブルを示し、図７（ｂ）は、画像類似度閾値テーブルを示している。イ
ンデクス閾値、画像類似度閾値は、ともに各ケースに応じて０．５、０．７等の類似度の
値を示している。
上記の検索装置１における各手段を用いた類似画像検索の処理を図８、９のフローチャー
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トを用いて以下に説明する。
【００３５】
図８は、本発明の実施の形態になる検索対象画像格納のフローチャートを示す。まず、ス
テップＳ１１において、対象画像特徴量抽出手段１１が、予め格納された画像データベー
ス２から検索対象となる画像を選んで画像特徴量を抽出する。つぎに、ステップＳ１２で
、対象インデクス生成手段１２が、前ステップで抽出された画像特徴量を用いて対象イン
デクスを生成し、ステップＳ１３で前記画像特徴量および対象インデクスのデータを画像
データベース２に格納する。
【００３６】
図９は、本発明の実施の形態になる類似画像検索のフローチャートを示す。まず、ステッ
プＳ２１において、問合せ画像特徴量抽出手段１３が、ユーザによって入力された複数の
問合せ画像のデータを受けて、各画像の特徴量を抽出する。
ステップＳ２２で、該問合せ画像特徴量を用いて問合せインデクスを生成する。ステップ
Ｓ２３において、画像データベース２の対象インデクスを参照する。ステップＳ２４にお
いて、問合せインデクスと対象インデクス間の類似度を計算する。ステップＳ２５で、図
７の（ａ）に定義したインデクス類似度値テーブルを参照し、閾値の既定条件が一致する
かを判定する。
【００３７】
インデクス類似度閾値を超えていれば、ステップＳ２６で、問合せ画像と対象画像の類似
度を計算する。そして、ステップＳ２７で、図７の（ｂ）に定義した画像類似度閾値テー
ブルを参照し、閾値の規定条件が一致するかを判断する。規定条件が合致すれば、満足す
る類似画像を検索結果として出力する。条件に合致しなければ、つぎの対象画像の類似度
計算に移り全て終了するまで行われる。
【００３８】
ステップＳ２５におけるインデクス類似度の判定で、規定条件に合致しなければ、ステッ
プＳ３０にスキップし、つぎの対象インデクスの類似度計算に移り、全ての対象インデク
スが終了するまで行われる。
以上、複数の問合せ画像に対し、高速かつ効率的に類似検索するシステムとして、問合せ
インデクスおよび対象インデクスを導入する例で説明してきたが、対象画像をクラスタリ
ングするインデクスを生成せず、個々の画像の特徴量をそのまま保持し、データベース側
に対象インデクスを設けずに、問合せインデクスのみの適用でも検索の高速化が図れるこ
とは言うまでもない。
【００３９】
（付記１）　複数の問合せ画像の入力に対し類似した画像を検索する類似画像検索装置で
あって、
予め検索画像が蓄積された画像データベースから対象とする画像を選んで、その特徴量を
抽出する対象画像特徴量抽出手段と、
前記対象特徴量抽出手段で抽出された画像特徴量を用いて複数の対象画像を関連付けるイ
ンデクスを生成する対象インデクス生成手段と、
ユーザが設定入力した複数の問合せ画像から画像特徴量を抽出する問合せ画像特徴量抽出
手段と、
前記問合せ画像特徴量抽出手段によって抽出された画像特徴量を用いて前記問合せ画像を
関連付けるインデクスを生成する問合せインデクス生成手段と、
前記対象画像および問合せ画像に対し生成した各インデクスを比較することによって検索
対象画像の中から類似画像を検索する類似画像検索手段と、
前記類似画像検索手段によって得られた結果を出力する検索結果出力手段と
を有することを特徴とする類似画像検索装置。
【００４０】
（付記２）　前記類似画像検索手段は、前記問合せ画像のインデクスと対象画像のインデ
クスの類似度を計算することによって類似画像の探索範囲を限定することを特徴とする付
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記１に記載の類似画像検索装置。
（付記３）　前記対象インデクス生成手段あるいは前記問合せインデクス生成手段は、イ
ンデクスを階層的に生成することを特徴とする付記１または付記２に記載の類似画像検索
装置。
【００４１】
（付記４）　前記対象インデクス生成手段は、検索対象画像をクラスタリングするインデ
クスを生成せず、個々の画像の画像特徴量をそのまま保持することを特徴とする付記１に
記載の類似画像検索装置。
（付記５）　前記対象インデクス生成手段が、多次元インデクスを用いてインデクスを生
成することを特徴とする付記１に記載の類似画像検索装置。
【００４２】
（付記６）　前記対象画像特徴量抽出段は、検索対象画像を複数のジャンルに分けて抽出
することを特徴とする付記１に記載の類似画像検索装置。
（付記７）　複数の問合せ画像の入力に対し類似した画像を検索する類似画像検索方法で
あって、
予め検索画像が蓄積された画像データベースから対象とする画像を選んで、その特徴量を
抽出する対象画像特徴量抽出ステップと、
前記対象画像特徴量抽出ステップで抽出された画像特徴量を用いて複数の対象画像を関連
付けるインデクスを生成する対象インデクス生成ステップと、
ユーザが設定入力した複数の問合せ画像から画像特徴量を抽出する問合せ画像特徴量抽出
ステップと、
前記問合せ画像特徴量抽出ステップによって抽出された画像特徴量を用いて前記問合せ画
像を関連付けるインデクスを生成する問合せインデクス生成ステップと、
前記対象画像および問合せ画像に対し生成した各インデクスを比較することによって検索
対象画像の中から類似画像を検索する類似画像検索ステップと、
前記類似画像検索ステップによって得られた結果を出力する検索結果出力ステップと
を有することを特徴とする類似画像検索方法。
【００４３】
（付記８）　複数の問合せ画像の入力に対し類似した画像を検索する類似画像検索プログ
ラムであって、
コンピュータに、
予め検索画像が蓄積された画像データベースから対象とする画像を選んで、その特徴量を
抽出する対象画像特徴量抽出ステップと、
前記対象画像特徴量抽出ステップで抽出された画像特徴量を用いて複数の対象画像を関連
付けるインデクスを生成する対象インデクス生成ステップと、
ユーザが設定入力した複数の問合せ画像から画像特徴量を抽出する問合せ画像特徴量抽出
ステップと、
前記問合せ画像特徴量抽出ステップによって抽出された画像特徴量を用いて前記問合せ画
像を関連付けるインデクスを生成する問合せインデクス生成ステップと、
前記対象画像および問合せ画像に対し生成した各インデクスを比較することによって検索
対象画像の中から類似画像を検索する類似画像検索ステップと、
前記類似画像検索ステップによって得られた結果を出力する検索結果出力ステップと
を実行させる類似画像検索プログラム。
【００４４】
【発明の効果】
以上、説明してきたように、本発明では、問合せ画像のインデクスと検索対象画像のイン
デクスを利用して、その類似度を計算し比較することによって、大幅に検索範囲を絞り込
むことができ、ユーザが入力した複数の問合せ画像に対して、高速の類似画像検索が実現
される。また、このように、複数の問合せ画像に対する類似画像検索が高速化されること
により、問合せ画像の数を増加しても、検索に要する実行時間の急激な増加は抑制され、
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多数の問合せ画像に対する類似画像検索が実時間で実現される。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態になる基本システム構成を示す図である。
【図２】本発明の実施の形態になる問合せ画像設定の模式図を示す図である。
【図３】本発明の実施の形態になる問合せインデクス生成の模式図を示す図である。
【図４】従来の複数の問合せ画像に対する類似画像検索を示す図である。
【図５】本発明の実施の形態になるインデクスを利用した複数の問合せ画像に対する類似
画像検索の例を示す図である。
【図６】本発明の実施の形態になる検索結果出力の模式図を示す図である。
【図７】本発明の実施の形態になる類似度閾値テーブルを示す図である。
【図８】本発明の実施の形態になる検索対象画像格納のフローチャートを示す図である。
【図９】本発明の実施の形態になる類似画像検索のフローチャートを示す図である。
【符号の説明】
１　検索装置
２　画像データベース
２’問合せ画像データベース
３　ユーザ端末
４　インターネット
１１　対象画像特徴量抽出手段
１２　対象インデクス生成手段
１３　問合せ画像特徴量抽出手段
１４　問合せインデクス生成手段
１５　類似画像検索手段
１６　検索結果出力手段

【図１】 【図２】
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